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天 草 雜 爼 侵 の 三）

大 島 廣

9

’

　 20． 鮟 鱇 類 の 卵 か

　 昨年 八 月二 十五 日 、 富岡灣内巴崎 の 附 近 を漂流 して居た 一
寸外 觀が Oest・us の

や うに 見 える帶 歌孚透明の もの
、 長 さ 25cm 幅 50m の 妙 な もの を拾つ た。 之

を顯微鏡 で 見 る と 、 無 數の 多角形 胞 状 の 區 劃が あ つ て 、 各區 劃 の 中に 大抵二 個

宛 の 卵が 入 つ て 居 る． 卵 は や 丶橢 圓で 、長徑 7  0 μ， 短徑 600 μ ，

一一・・eele胚 盤 が

あ つ て 原腸期（？）を示 して 居た
。

“

仞者の 卵 に や
”

と日記 に か い て 、 筆 者 は その

す ぐ後實驗 所 を 引き上 げ た が 、 活 か して 置 い た 積 b の 標本 は誤 つ て捨 て られ て

其 の 後の 事 が 判 らな くな つ て 了つ カ
。

　後 に不 圖、 二 三 の 文 獻に接 して 鮟鱇 の 卵 塊 が 之 に酷 似 す る もの で あ る事 を知

つ た
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　鮟鱇の 卵塊 に 關す る文獻 は相 當 多 い 竜の らしい が 、今近 頃 の もの Y 中か ら筆

者 の 手の 屆 く分 だ け を讀 ん で 綜合 し て 見 よ 5 。
M ．　LEBOUR （1925 ，

」．　Mar。　BioL

Ass．　P】ymoutb ，
　XII

，
1），

　W ．　PleoGTER　etc ．（1928，
　BioL　Surv．　Moun 七 DeserもRog ．

Part　2），
0，　NoRDG 差RD （1929，

　KongL 　Norske　Vid．　Se】sk ．1
，
62）

　 LophitbS　piscα tori
・us の 卵 塊 、之 を

“
　r 三bbon 　

”

叉 は
“

veil　
”

な ど とよぶ が、 之

は 諾威 な どで の 記録 は 四 月か ら六 月迄 の 間 に發 見 され 、 他の 歐 洲 地 方 、 米 國 な

どの 例 も六 月 と云 ノ、が 多 い 。 こ の 帶 妖卵 塊 の 大 きさは 長 さ勿驚 25− 30fも以上 、

幅 2− 3　ft 許 転 之 は 各側 の 卵集か ら一條つ つ 産 む ！〉だ相で あ るe 卵 の 入 つ て

居 る 多面形 の 區 劃は 徑 4　rnm 餘、 卵 の 直徑 は 2mm 内外、 一區劃 内に あ る卵

は 一個 、
二 個 、 乃 至稀 に は 三 、 四 個の 事 もある。 か K る 卵塊が 發見 さ れ る 時分

は 、 通常既 に ひ ど く傷 つ ひ 居 て 全 形 を知 り得 ず 、 卵 は 翫 に孵化 し て か の 區劃の

中で 幼魚が 動 い て 居 る
。 斯 や 5 な事實 か ら、

一
般 に 乙 の 卵は 陸 地 遠 い 深海 で 産

2 れ
、 日を樫 て 浪 に揉 まれ て 海 岸に 漂 着 す る もの で あ らう と考 へ られ て居 た

。

然 る に米國 の Mount 　Desert で の 例 は 之 と異 b 、 外 洋か ら漂着 した と考 へ られ

な い 地 點 に 、 而か 竜産 出後 8− 12 時 間 を經 過 した に過 ぎ な い と思 は れ る幼期 の

卵 と して 見 出だ され た の で あ つ た。 そ し て 三 、 四 日經 つ て 孵 化 し始 め た と云 ＄ 。

LEBOUI ｛ 女更 は孵化 した 幼魚 を十 一 日間飼 育 し、 その 天 敵 と して の 擶 水 母 、 撓
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　 　 　 　 　 v ヤ コ

脚類 、 蟹や 蝦蛄等の 幼生 、
11ydroid等 が 水 槽 内で こ の 幼魚 を喰 ふ さま を觀察 し

て居 る。

　之 等 の 記 事か ら考 へ
、 叉圖や 寫眞 と比 較 して 見 る と 、 一ヒ述 富岡で 見 た 卵塊 唱

矢 ee　b之 に類 す る 竜の に違 ひ 無 い 事 と思 ムが v 唯 五〇p1驫 s の
“

veil　
”

が何 れ も

頗 る 大 形で あ る の に 、
之 は ま た比 較 に な ら諏 程 小 さい

。 卵 も著 し く小 さ V
。 按

ず るに、 これ は 小 形の 綏鱇類 また は ヰザ リ ウ ヲ な ど云 ．S．　te ぐひ の 卵 塊で あ る ま

い か 。 筆者 の 朧氣な 記憶 で は 、震 災前の 三 崎の 標 本室 に も斯や う菰小 さい 標 本

が あ つ た 樣で あ る
。 大方識者の 示 教を仰 9

“
度 v ・

と思ふ 。

　 21． エ ピ カ リダの 寄生 した コ 7 シガ ニ

’
巴灣の 干潟砂地 に小 さV コ ブ シ ガ ニ が匍つ て 居て 至 極 容易に捕 へ られ る e

” 多

分 t メ コ プ シ ガ ユ 劭 吻 ，現 飾 ’槻 と思、は れ る が 、 『圖鑑』に從 ふ と岩礁 上 に棲 息

す とあ る點 が杢 く一致 しない
。

孰 れ 專門家の 査 定 を乞 は ね ば な らな Ve さ て こ

の コ プ シ ガ ニ は 時 と して 背 甲の 一 側 、 詳 し く云 へ ば所謂 別鰓區 と中鰓區 （epi −＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿 es 。brallchial　 regions ）の 全 部か ら後厂
　　

．
　　 懇 i襲劉　　　　　　

「 ’

Fig．1　 エ ピ カ リ ダ に 寄生 さオし た 蟹 o 　 x 多

鰓部 （metabrallcl ］jal　region ）の 一部 に

亘 つ て ひ ど く膨 らん で 瘤を作つ て 居る

事 があ る （Fig．1）。

一
見直 ちに その 鰓

室 に Epicarlda 類 の 等脚類 が 寄生 し て

居 る 事 を想 像す る こ とが 出來 る
。 寺 崎

留 吉 氏 の マ メ コ ブ シ ガ ニ の 記 事 中に

（本誌第十 四 卷第
一六 五 號 、

二 四二 頁 ）

備 中頼 島産標本 に就 い て
“

雄六 、 wa−一、

ボ シ ル ス 蟲其鰓室 内 に寄 生 す
”

とあ る

正 に 之 で あ る
。 但 しボ シ ノレ ス とは 明か

に ボ ピ ル メ の 誤 植 で あ る が 、 その 雌雄 何れ に寄生 して居 た もの か 此 の 記 事 だ け

で は 到 明 しま い
。 （爾 ほ他の エ ビ カ リグ に 就 い ては本誌 第一 七卷 、 六 四 二 頁 、

石 井重美氏 の 記事參照）

　か や う な蟹を八 月八 日、 九 日の 兩 日 に集 め て十 三 個を獲、叉 昨年 八 月十五 日 、

學生石橋 忠次 君 が 同 じ所か ら集 め た 多 數の 標本 の 中か ら
一一

惆を發 見 し 、 都合 十

四 個の 被寄生個體 を檢 した所 、 中 々面 白 V ・　L とが あ る 、

　先づ 之 等 の 被 寄生者は
一 つ 殘 らず雄 で あ る と云 ふ點が 著 し く目 に つ くn 次 に

少 し く注意 す る と雄 で あ b 乍 らすべ て鉗 が 小 さ い （元 來 此 の 蟹は鉗 の 大 さ で は

雌 雄の 間 に甚 しい 差異 がな い 、Fig．2 の ］及 3
， 夊 後掲 の 表參照9。 更 に その 5 ち

Y

や ．

N 工工
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泗 疋 だ け は腹部 が 妙 に幅廣 くな つ て居 る こ とを見 る （Fig．2 の 2 ）。 勿論瘤 の あ る

側 は 左右相等 しい 頻 度で現 れ る もの ら し く，十 四 個の 標 本 で は 、 左 側 の 膨 れ た

もの と右 側 の もの とは 偶然全 く同 數で あ る
。

　 偖て此 の 膨れ た 背 甲を切 開 し て見 る と 、 鰓 室 に一 メ イ に な つ て 居 る一 個の エ

・E
’
カ リグ が現 れ る。 その 向 きは必 ず一 定 で 、 宿 主 に 對 して倒 さの 位置 、 即 ち自一

ρ
〉

‘

髭
3

t

Fig．2　　1 正 常 堆 、 2 被 寄 生 雄 、 3 正常雌 o 　 x 魯

’

身 の 頭 郡 を蟹 の 後端 IC、 尾部 をば 蟹の 前端 に 向 け 、 卵 を抱 い て 膨 らん だ腹 側が

蟹 の 外 側 、 皀Pち甲の 内面に 密着 t る や 5 に 、凹 陷 しn 背側 の 正 中側 、 即ち鰓 に

接 觸 す る側 に 向 く。 之 は その 形が よ く鰓 室の 内膣 め形 に 山 致 す る上 に 、
此 處を

罰
流 れ る呼吸 の 水 に接 して食 物 を攝 る上 か らも便 利 な 方 向で あ る と考 へ られ る

そ の腹肢 が 美 し く朋 状 の 突起 を有 す る は 呼吸 聨の 用 をす る もの で あ ら5 か 。 勿

論 之 は 雌 で あつ て 、 雄は 之 よ b 竜邁 1こ小 さ く、 常に雌 の 尾 方 に附 着 して居 る
。

た y 一 度腹側 の 袋板 （mal
’
supia ｝　p】ates ）の 中に抱か れ て 居 るの を晃 だ

。
衆 だ一

t

向 調べ て居 な い が 、
v ・つれ は Bopyridee　ll屬す る Epicari−dα に違 ひ ない と思 ム。

　所 で 此 の 種 の コ ブ シ m
“
・・ ＝ の 頭 胸 音階 甲の 前 後鱗 最 大の もの で 20mm 談 徑

・は 常 に殆 ど之 に等 し く、 又 第
一

歩脚 （鉗脚 ）の 長 鰍 腕 ）と前節 との 長 さは よ く一

致 し、 雄 で は ］0− 14mm
， 雌iで は 8− 1　0　mtn を測 る

。

　 い ま 、 雄 十 九 個 、 害生 を うけ た 雄 十 四偲 雌i十七個 に就 い て 、 背畢の 前筏裡
・（A）　i（eqす る 長節（前節 で 胴 じ事 ）（B｝の 百分 比 と洞 じ く腹部第櫛 の 最大

幅 （G）の 百分比 とを 取 つ て 比 較 し て見 る と次 の 如 き表 が得 られ る
。 但 し衷 中 、

被 寄生 の 雄 を 甲乙 の 二 群 と した が 、 甲群 に は 腹部 が正 常雄 と甚 し く轟 ら興 もの

を、 乙 群 に は その 著 し く幅 を増 し鋸 る前記 の 四 慨 屬せ しめ て翩 し尹あ で

．あ る e
’
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長節 ・ 帳 ・ 對 ・ ・ 百 分比併 舳 ）齲 ・ ・齏 ・ 翻 比 （凝一xl ・・〉、

最　　大 最 　　小 罕 　 均 最　　大 最　　小 雫 　 　 均

正 　 常　 　雄

一 ・｛蠶
正 　　常　　雌

69．76L153

．665

．6

64353

．648

．450

．0

ゴ6ro57

．151

，153

ゆ

18．817

，9　　 旡

27．164

．4
　　　 F

13．9

塾4，824

．355

£

1〔糞114925

．659

．7

　此 の 表 で羣 極 明瞭 に見 られる 如 く、 此 の 蟲の 寄生 を 5 け た コ ブ シ ガ ニ の 雄 は 、

その 鉗脚 が例外 な く小 形 とな つ て 、 時 に は雌 の 夫 よ b も却 つ て 小 さ くなる 事 さ

へ あ る。併 L腹部 嫉全 く正 常の 雄 の 状態 に 止ま る もの が多 t ・が （甲群 ）、 時 と し

て は變 形 し て
、 勿 論雌 の 如 き形迄 には な らなV ・けれ ど 竜 、 正 常雄 に は決 し て見

られ諏 程度 に署 し く幅廣 くな る こ とが あ る の で あ る （乙群 ）。

　讃者は 直 ちに かの
一G・SMtT且 の 研 究 で 有名な か αC幡 に於 け る 磁 螺 伽 α の 寄

　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 y　　，
生去 勢 の 場合 を想 起せ られ る に違 ひ なv ・

。此 め コ ブ シ ガ ニ の 場合 に 竜、
」躯 cαr 伽

の 寄生 は 或 るは つ みで 生 殖 腺の 發 達 を も阻害 し 、 逾 に腹部 の 戀形 を さへ 惹 起 す

る 竜の で あ らうか 、 なほ詳 細 は 後 日の 研 究に俟 た う
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ テ トエ ビ

　22． ウ ミペ チ マ の 炎 婦 蝦

　八 月四 H
、 潜 水 夫が富 岡牛 島外側 、 鵜 之 瀬崎 、 十 尋餘 の 底 か ら綵 取 した ウ ミ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク モ ヒ トヂ

ヘ チ マ と思 は れ る一 塊の 海綿 に 、 小 さ な甲殼類 、 多毛 類 、 陽逾 足 類等 、 多 種 多

數 の 動 物が氣味 め悪 い や うに附 い て居 た
。

’
大孔 を窺 い て見 る と、 中 の腔所 に 必

ず 大形 の 美 しい 陽逾 足 OP 励 伽 伽 鰓 r6 認励 α が一 つ 宛 の さば つ て居 ）t 、 壁 には

到 る所 大腔 の 分岐で あ る 小室が 見 られ るが 、 ．そ の 中 に は 定 まつ た樣 に大 小 一組 ．

Fig．3　海綿 の 腔 内 に 夫 婦蝦 の 住 む を示 す o × 蓉：

の 小蝦 が 居 る （Fig．3，）。

　 此 の 小 蝦 は一 寸見 た 所で は ア ナ

ジ ヤ ＝ の や うで あ るが 遙 に 小 さ

く、 無 色で 殆 ど透明 、 雌 は その 抱

泌 て房る 卵 の た め に站い 鼠紫 色 を

呈 して 居 る。 勿論 その 小 ＊L 　 V ’方 ぽ

雄 で 體長 約 6mm
． 大 きい 方 は 雌

で 10− 12mm ，、比 較 的 大形 な卵 を

「多數抱 い て居 る
。

此 の 蝦 の 特徴 と

して
、 歩脚 の 第

一一
對が 鉗 を つ くつ

て 居 るけれ ど も細 く長 く
、 第二 對

゜

は 頗 る 掻大 で 之 亦 鉗 脚 を つ ．く 鉱 ，

∀
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y

翌 つ 左右 の もの ＼問 に 多 少大 さの 差 異 があ る
。

此 の 特 徴 か ら云 つ て 乃 η ‘ω 癜

二

若、し くは その 近似の 蝦 と思 ふが 、
POntoniα が 海 綿の 中に痿 む事 は LEUNIs に も

記 し て あ る
。

叉 か の ホ ヤ 類 の 鰓 室に 居 る の も此 の 類 だ と云 ふ 事 で あ る
。 例 へ ば

細 融 輸 櫨 に 動 ’瀚   伽 ・ma ・ul − ta が見 られる （M ・ N
，
1926）． 兎 ee　M面

白 い 偕老同穴的現象 の 一例 と して こ 丶

闇
に報 じて 置 く。

　23． 卷 貝 の 寄 生 し た 海 膽 　
1・・

　四 月二 十 四 H 、 巴灣外 、 高松 の 外 側 で李岩氏 が獲 た ア カ ウ ニ 　鳥 6 副 ocθ廨 伽 忌

吻 繝 ・s の
、 徑 31mm ばか b の ÷標

本 に その 反 口 側 に 黒 い 卷貝 の
、 長 さ 4

mm 太 さ 3m 皿 許 りの もの が 三 個附着

して 居た （Fig．4）
。 海膽 に 6’tyloferな

ど の 螺 類が 寄生 す る 事實の 記 録 は 既 に

百年 の 歴史 を有 し 、 別 段珍 らし い ごと

で は 無 い が好 個の 標 本 と思 ムか らこ  

凄こ寫眞 を掲げる事 とした
。 禽 ほ寄 生螺

類 に就 い て は 、 本誌第三 〇 卷第三 五 七

號 以下 に連載せ られ た 雫 瀬信 太郎氏 あ

論 文 があ る 。

　24． 7 ク ロ ウ ＝ の 産 卵 期

鯊畿
嬲 概鞴 贓 繍 鑰 講 撒 繃 嫐 鰥鰹 瓣 鯔 鯒 攤 覊 鍮覊鑼 織 韆蕪

　 　　

靉雛

　 　

鑾
驚賦罵驪
難
鰯

顎

§禦 碍灘

mi　　

難雛
讖

欝 。覊 轍 難攤 盤難 蟹騰 雛
糊

嬲
騾

鰓 継 鞴 黼 飜畿灘 綴

Fig．4　卷 貝 を宿 せ る ア カ ウ ニ
o × 1，

　 殼 の 柔 い フ ク ロ ウ ニ A ．vthe ’鵬 o π協 舮 7η偏 が 富岡 の 海 で折 々 探 れ る 事 は 嘗 て 遞

べ た が ‘
“

天 草 雜爼
”

その …
、 第七 項 ）、 八 月十 日 と十

一
日と二 日續 い て大 きな

生 きた 標本 が實驗所 に持 ち込 ま れた
。 前 日 の は雌 で 未 だ卵集 は熟 して 屠 なか つ

ノ〜が 、 璽 日 の は雄 で 盛 に精子 を放 出 して 居た
。 李岩氏 は 1 の 精子 が頗 る大 きな

もの だ と云 は れ たが 、 筆者 は つ い 實見 し損 つた 。 大抵 此 の 時篩が産卵期 なの で

あ らうか 。

　序 に 、 今 囘の 臨海 實習 會の 第
一

臥 ．即 ち八 月
一
¶ に 海謄即の 人工 助 精 を試 み

tzが 、
ム ラ サ キ ウ ヘ ガ ン ガ ぜ

、 タ r ノ マ ク ラの 三 種 を各 ＋ 數個つ つ 開一Vr　
−C見

、た けれ ど、 後の 二 種 に は杢 然熟 した 盛殖菓 を見 ず 、 ム ラ サ ギ ウ ニ に は糟 子 を藏

す る もの が 少 くなか つ た に拘 らず 、 熟 卵 を有す る 竜の 僅 に二 個 、 それ 志生殖 棄

の 外觀は 極 め て 貧弱 な もの で 、卵 の 數 も少 く、 發 育 竜分 割 乃 中途が ら異 歌 を呈

し て結 果 は甚だ悪 か つ た
。 昨年 の 記 録 に よる と 、 八 月十 二 日

、 官下 義信 氏 ばず

ン セ ウ ウ ：・・　tz開 い て その 生殖 巣の 熟せ る を 見 、 午 前 中人 工 助精 を 施 して 夕方 に

は 胞胚 期 に逹 す る を見 た と云 ふ 。 博多灣で もナ ジ セ ウ ウ ニ は・八
、 九 月の 交 に産

卵 す る や う で あ る
。 天 草 地 方 の 海膽 の 産卵期 を成 る べ く早 く調 べ 度 い もの だ と

偲 ふ が 、 茲 には 多少 の 參 考に もと此 の
一

項 を挿 ん で 置 く。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

34 費 料

　25． 卷 貝とヤ ドカ リとイ リギ冫 チャ ク

　 ヤ ド カ リ の 入 つ て 居 る貝 の 上 に イ ソ ギ ン チ ャ
ク が 附 い て居 る の は 有 名 な話 で 、．

實物 を見 な い 迄 も、 畫 で あ 馴 染 の 方 は 多か ら う
。

巴灣 の 淺瀬 に も小 さ な貝、 普

逋 の カ ニ モ リ よ b も短 い 卷 貝で 、
カ ヤ ノ ミ カ ニ モ フな どと云 ム 類 か し ら， そ の

死 殼 に ヤ ド カ リが 入 b、貝 の 外 側 に 小 さ い 美 し V ・イ ソ ギ ン チ ャ ク の 附 い て 居 る

もの が 多 tr・ 然 る に 同 じ樣 な 卷 貝 の 活 きだ 竜の に同 じa ソ ギ ン チ ャ ク が附 い て

居 る事 が之亦珍 らし くない 　同 じイ ソ ギ ン チ 。 ク が一方 は ヤ ド カ リ を提携 し、 他 、

方 に は活 き た卷貝 に も慇懃を通 じて 、 謂 ぷ所 の 三 角 關係 を結 ぶ な どとは 彼奴 中・

中味 を や ら居 る哩。

　26． プ ラ冫 ク ト冫 に ヤ ドカ リの 仔

　八 月六 日 の夜 、 燈 火 を用 ひ て 曳 V・だ上 曳 網 に 圖の や うな ヤ ド ヵ り の 仔 が あつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ta（F三g．5）。 尤 も發 見 した の は 翌 朝

　 　 の こ とで 、 動物 は 既 に 死 ん で 居 虹 叉

　 　 同 じ容器 には ア ヂ モ の 破 片が數條 入

　 　 つ て居 たか ら、 事 に よ る と、既 に 貝

　 　 穀 に 入 つ て ア ヂ モ の上 を匍 つ て居 た

　 　 幼 ヤ ド カ リが、死 ん で 殻 か ら出 て來
』

　 　 た もの か も知 れな い 。 併 し右側 の 腹

　 　 肢が 比 較 的 よ く發 達 し て居 る所 は 、

　 　 所謂
ttGiaucothoe ”

期 を 距 る こ とラk

　 　 だ甚だ遠か ら》ユもの 丶 や うに 思 は れ

　 　 る
。 斯や 5 な默態 で な ほ 暫時 は 自由

　 　 lC泳 V ・
で 居 る もの で は なか らうか 、．

　 　 之 亦識 者の 示 敏 を俟 つ
。

　 　　 27． 淨 塒 ウ ミ グ モ

　 　　 嘗 て APPELL6F が 上 曳で lrYZy
’
iliP ｝，Otl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 屬 の ウ ミ グ モ を 獲 た と 云 ふ が 、H ．

　　　　　　　　Fig．5　　　　　　　　　　 − PRELL （Bel
’
gens　Mus ，　Aarb ・1909

，
、

No ．10）は 之につ v て 、 ウ ミ グ モ は 極 く緩慢 に泳 ぐ事 は出來 るが ． 俘 蝣 して表

面 に現 れ るや うな 事 は無 い
。

プ ラ ン ク ト ン に ウ ミ グ モ が 出 た な どと云 A 事は 恐

ら くそれ は例 外 的の もの か 、 乃 至 は 上 曳網 が淺 い 海の 底 を 引褶 つ た 爲 め で は な

か らうか と云 つ て 居 る。 大 正十 三年 八 月十 一 日の こ と、 内 田 亨氏 が 輜 岡 に來 て

博 多灣 で 上 曳を され 尢 折 、 ウ ミ グ モ が 二 疋 ほ ど入 つ た
。 此 の 標 本は 未 だ十分丁

寧 な査 定 を して 居 ない けれ ど、
Patlene　longicqps　B6H｝i の 記載 と よ く一

致 す る。

此 の 種 の 原 標 本は HILG 腿 DQRF が江之 島で 探 つ た もの 、第二 の 標本 は D6DE 距

Y
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曠

’
γ

声

1，E−1“T

が
：’t

カ ヂ ヤ
ーゼ

’

と云 ふ所 で 獲 て ORTMANN が 同定した もの で ある
。

天 草

か らチ ト脱線 し て 博多灣 に飛 ん だが 、 今 後 プ ラ ン グ ト ン を調 べ る方 々 に御注意

を願つ て置 く。

　28． 六 輻 の ク モ 匕 トデ

　／ ソ バ ナの 類、即 ち 訛 鵺o脇 や （loryωrtin の 上 を匍 つ て居 る ニ シ キ ク モ 匕 ト

デ の 類 は 六輻 なる を寧 ろ常態 とす るガ 、 八 月六 日 、 富 岡の 惠比 壽 崎下 で磯 採集

を し た際 、 實習會員が六 輻 の

Ophioptoeus　o
’
a，geo

’
t｝，ic・u・s を見 付

け典 。 あ ま b例 の 無い 事か と

思ふか ら紹 介す る。 此 の 標 本

〔Flgド 6）は 可 な b大形 な個體
’

で 、 盤の 直徑 22mm
， 最 も長

い 腕 の 長 さ 70　mm
， 腕の 二 本

は 中途で 切 れ て 再 生 しつ Y あ

る の が見 られ る
。 體 は 完全 に

六 輻形 を示 し 、 節的 に存 在 す

る器 官 は すべ て 六 個 つ つ あ

る 。 穿孔板 は二 個 あつ て 、

一

つ fflnて 相 隣 れ る 問 輻 に 在
Fig．6 六 輻 の ク モ ヒ トデ

。
× 謹，

る
。 問輻部が正 常で ば 72°

の 角度 を保 つ に反 し 、 之 で は 60°

で あ る事 を除い て

は 、 盤 、 輻楯 、 齒 、 腕等 の 構造 に 曾等異戡 を認 あ 次い
。

　29． 潮 線 の 間 に 棲 む 蜘 蛛

　八 月九 日 、 江崎 1悌三 氏 は 惠比 毒 崎 の 磯で 蜘 蛛 を二 疋探集 した
。 後 の 調べ に よ

る と之 は 珍 らしい 海棲蜘蛛 刀6廟 屬 に入 る もの だ相 で ある
。 以下 の 記 事 は 江 崎・

氏か ら提供 され た 材料に據 る
。 此 の 珍奇 な蜘 蛛 類 は 海 岸 の 岩 に貝 類 、 例 へ ば

Lithodom・us の 如 き、 が穿 つ た孔 を佳居 と し、 緻 密 な綱 を作 つ て その 蓋 とし、 水

面下 に あつ て 竜海水が侵 入 し ない 樣に して 居 る
。 自由 に水面 を泳 ぎ、

叉 水底 に

潜 つ て
、 小 さ な魚類や 甲殼 類 を捕 つ て喰ふ と云 A 。

　此 の 屬の 最初 の もの は ヱ）θ鰡 ？  α吻 γ戚 と云 ひ 、
］861 年に新嘉坡 で MAMENS ．

の 發見 した もの で あ る
。 第二 の種 は 新 西蘭産で D ．鸚 α痂 α と云 ひ

、
1ti77年に

PICKAR ぴ CAMBRIDGE カミ記載 した
。

・？の 後、 サ モ

r
ア 、 ヴ f ク ト リ ア 、 南 亜 弗利 加

なゼか ら數 種發見 された が 、 吾 國 で は 先年 岸田 久 吉氏が沖繩 産の もの を此 の 屡

に 同定逃 れ た 事が ある （本誌 第三 三 卷 1
・第三 九〇 號 、 學 會記 事參照 ）

。 今 囘 の は

恐 ら く吾國 で の 第二 の 記録 で あ らう。

　筆者 は 此 慮 で 、 大震 災の た め に隆 起 した 三 崎 の 磯で 、
フ ヂ ツ ボ TetraeZitaの
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死殼 を蜘蛛が 占領 して 棲ん で 居 る と云 ふ 、 谷津数授 の 記 事　（1926 ，
1）

all ・Pacif．

Sci．　Congr．　Guide−Book．　C−10
，
　p．9）を想 ひ 出 す

。 同 じ屬で は 無 くと も之 に類 し

た 仲 間 で は あ る ま V ・か 知 ら。

　 30． 力 匕 ダ コ

　 八 月八 日 、 巴灣 の 干潟 砂地 に 小 さな Argonftuta　argo の 殼 を獲 た 。 最大 徑 35

皿 m 同種の ズ ツ ト 大形 の 、 徑 150mm あ る一標 本 を敏室 の 池 田隼 人 君が 昨年

十 二 月三 十 日 、 博多灣 、 西公 園外の 桝木屋海岸で拾 つ た事が あ る
。 之 には怪我

を した 痕 が二 箇所あつ た
。

　 寶暦八 年 （1758）に出 た 大拙 束華 と云 ぷ人 の
“

齋諧 俗談
”

と云 A 本 に
tt
貝 鮹

は 其か た ち秋 海黨 の 葉 の ご と くに して文 理 あ b　 大 な る 竜の 七 八 寸 、 小 な る も

の 二 三 寸 、 乙 姫 貝 と云 ふ。 黄色2 た は 純 自に して 、 其 中に小 き章 魚 あ b て
、 兩

の 手 を肩 へ 出 し、兩 の 足 を殼 の 後に 出 し、船の 櫂 竿の 形 をな して游 ぐ。 ゆゑに章

魚艙 と名 付 く．
一

とせ 津輕 の 海濱に貝 鮹數百 む らが棚 て 嵜來 る
． 人多 く是 を 取

る。 しか れ ど も怪 んで 喰 は ず 。 試 に煮 て是 を犬 に食 しむ れ ば 、
た ちま ち煩 悶 す。

爰 に ゐ い て 毒 あ る 事 を し る と云
”

。 と寵 し て あ る
。

これ は 殆 ん ど全 部
」‘
和漢三

才圖 會
”

（寺 島良安、正 徳三 年 、
］713）か ら書 き直 した 竜の で あ るが

、 中々 面 白

v 記 事 で あ る
。

又 瀧澤馬琴等 の
’t
耽奇漫ag　”

（天 保三 年 ．
1832）に ぽ 辮 うあ る

。

’‘

蛸船、 又 日 蛸枕 」
大 和 本草 に云 タ コ フ ネは貝 大 に して つ b花 入 にな る。海 中

に て タ コ 其 上 に の る
。

此 物漢 名不詳 、江橈 な る べ しと云 説あ る、非な b。（中略 ）。

叉 日
、 蛸 枕海俗 所 謂 。 蛸 魚得 此 物 。 爲枕而眠 。 故名。 （中略 ）。奧 按ず るに蛸舶

は 東國の 俗呼 で 葵貝 とす る 竜の 是の み。 嘗 て 東海の 一魚翕の 言 を 聞 くに 、 蛸魚

欽 で こ の 貝に 乘 て あ の れ を帆 と して 波上 を走 らしむ
。

こ   を も て蛸 船 と名 つ く
。

佐海 、 越後の 海に 多 し。 東海に は 稀 な b
。 （下 略 ）

”

。 此 の 最 初 の 齣だけが
“

大

和 本草
”

（貝 原 盒 斡、寶永五 年、1708）の 引用 な の で 、 その 部分は 何 に據 つ た も

の か 、 隨分怪 しい もの で あ る
。

　藤 川三 溪 と云 ふ 人 の
tt

水 産 鬪解
”

卷下 （明治二 十二 年）に は
“

鸚鵡貝 。 叉肛

魚 と云
。 俗 に章魚 舟 と云 。

こ の 螺 蟲常に殼 を離 れ て外 に 出 る
。 章 魚 その 空殼 に

入 つ て海上 に淨 游 す 、 殼 形船 に似 te　b 、 云 々
”

燕 編 傭 と Argortαula が 一つ ｝ζ

な り、
タ コ が ヤ ド カ リ の や うに螺 の 殼 に 入 る の だ と云 A 。 此 の 最 後の dogma

と全 く同樣 な考 は 西 洋 に も以前は行 は れた 電の で あ る （本誌第十 九 卷、 第二 二

七 競 、 第 284 頁 、 飯塚博士 の 記 事參照 ）。

　序 に 、 故佐 々 木博士 1ζ從 へ ば 、 日本 に産 す る カ ヒ ダ コ 科 に は Alrgonα ・ma 　argO

LIXNE （ア フ ヒ ガ ヒ ）、
　 A ．ん伽 〜S　SOLANDEI｛ （フ ネダ コ ）の 外 に、 今一種後者 に似

て た s’殻 に著 し く皺 の 多v ・孟 ゐ砒 9齬 M 觚 丁粧 N と云 i の が あ る （北 海大農學部

紀 要 、 第二 十 卷 、 別 號 ）。
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　3t． 天 　草　人
　 　 　 　 　 　 ウ キ クサ

　釋 立 綱著
“
萍 の 跡

”

（文 化十 四 年 、
1817） と云 ふ本 に斯 う云 ふ 事が書 い て あ

る
。

“

西 國は を とこ も女 もや は らか に て 、 別 を を しむ もま こ とにた へ が だ き さ

ま な b
。 橘栂 仙 が西遊 記 に い へ る ご と く、 なか に も肥後 國天 草 の 人は 其情ふ か

く、 入 の わ か れ を つ げ て濱邊 ｝C　V ・つ れば、 しれ る か ぎ b を と こ も女 竜老 もわ か

き 竜卦 く りに きて 、 砂 ば らに う ちム し て 、 い とわ かれ が た くす。
されば こ なた

もい とか な し くな りて、 そ こ は な るべ くもあ らず な う膿 。 棲こ と には らわ た を

た つ ゐ もひ に て、ゐ し て ふ ね に の 6 こ ぎ出れ ば 、 その ふ ねの み ゆ るか ぎ b は ．、　

一・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

人 もち らず して 、 tsの t“の きた る もの か ぶ うた る もの 澱 ぎ て 、 し き b に舟 をま

ね くc ふ ね よ b もえた えず して笠 な どと b て まね くさ ま 云 々
”

。

　現 今の 天 草 もや は b 同樣 で
、 か の 天草 女 と外 國 との 交渉 に於 い て も、 か う云 〜

つ た 美 しV 人情が一 つ の 根 抵 を な す もの らしtr・
。 長崎邊が や は bL の 調子 な の

で 、 SIEBOLDの 事蹟 な どを讀 e 場合 には 、 是非長崎婦 人の 濃厚 な親 切 き眞 實 さ

を念 頭 に 置 い て 考 へ る必要 が あ る と思 ふ e （
一 九 二 九・八・二 四 ）

　追記　同僚江 崎悌三 氏 の 御好意で
、 小原桃 洞遺稿 『桃 洞遺筆 』（天 保 四年 、

1833 ）

と云 ふ本 の 初 編 三 冊 に 章魚 舟 介の 記事が あ る の を見 る こ とが 出來 た
。 その 一 節

を こ 丶 に 寫し
、 江崎氏 に謝 意 を表 す る

。

“

今玩 介家 に章魚舟 とい ム介 あ b 、 叉

乙 女介 と も云 ふ 。 大 な る者は 二 尺 餘 あ b
， 形葵 介に似 て 肌 白 く文理 粗 く、 幅狹

く其 口 葵介 よ b濶 し
。

恐 くは 葵介 と雌 雄 な らん （大 島日 ふ 、 挿 圖で 判斷 する と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ひ

章魚 舟 とは 山Ψo照 漁 碗 ω 望s
， 葵 介 とは 孟 αrgo を指 す ）。

この 殼 の 中に一
種 の

　 や ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い ひ だ こ

魚er　b居 る
。 本 州熊 野 に て介章魚 と云 ］ 、 形 望潮 魚 の 如 く臼色に し て六 足あ b 、

章魚類の 八 星あ る に異 な 転　これ を食す れば微 毒あ t」 て時 々 腹痛す とい ふ
。

俗
　 　 　 た　　 ＿
に 誤 て 八 稍魚 の 寄居 る 竜の とす

。 故 に タ コ フ ネの 名 あ る な b。 波 濤靜 ま る と き

は 海 上 に俘 び 出 で て 兩 足 を殼 後 に 電 れ て遊行 す。 若 し物 に驚 けばた ち2 ち身 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ほ へち

殼 中に縮 め て 海 中に入 る
。 予 先年熊野 大 邊路 の 湛 上 に て 遊 行 の もの を 目 撃せ

ゲ
’

云 e
。 水面 を游 ぐ圖が附 い てゐ る。　　　　　　　　　　　 （

一 一
、 四 ）
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